
先
祖
の
遺
産 

「
四
谷
の
千
枚
田
」 

四
谷
の
千
枚
田
の
概
要 

 

か
つ
て
は
、
千
二
百
九
十
六
枚
の
棚
田

も
昭
和
四
十
六
年
、
国
の
減
反
政
策(
米

あ
ま
り
対
策)

で
休
耕
、
転
作
が
余
儀
な

く
さ
れ
た
。 

当
時
を
振
り
返
る
と
、
耕
作
者
は
行
政

指
導
で
幾
晩
も
幾
晩
も
集
会
所
に
集
ま

り
協
議
、
議
論
が
さ
れ
た
。 

 

耕
作
者
の
ほ
と
ん
ど
が
「
こ
の
、
田
ん

ぼ
は
先
祖
の
物
だ
、
俺
の
代
に
な
く
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
、
ご
先
祖
様
に
申
し
訳

な
い
」
と
一
致
し
た
意
見
で
あ
り
、
各
戸

に
お
け
る
減
反
割
り
当
て
は
難
航
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
の
強
攻
策
に
百
姓

の
意
見
、
主
張
は
通
ら
ず
、
減
反
政
策
は

施
行
さ
れ
た
。 

 

そ
し
て
、
経
済
成
長
の
担
い
手
、
労
働

力
の
供
給
と
し
て
都
市
工
場
な
ど
で
働

く
耕
作
者
も
、
減
反
政
策
に
猛
反
対
し
て

い
た
が
、
効
率
の
悪
い
段
々
田
ん
ぼ
を
夜

勤
明
け
や
早
朝
に
無
理
し
て
耕
し
て
い

る
よ
り
、
や
め
て(

休
耕
・
放
置)

し
ま
っ

た
ほ
う
が
体
に
楽
だ
と
い
う
こ
と
を
減

反
政
策
か
ら
学
び
休
耕
、
杉
檜
の
植
林
が

加
速
し
、
平
成
八
年
に
は
三
百
七
十
三
枚

ま
で
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。 

で
は
、
な
ぜ
、
こ
れ
だ
け
見
事
に
ま
と

ま
っ
た
棚
田
が
現
存
す
る
の
か
、
そ
の
経

緯
を
具
に(

身
を
持
っ
て)

受
け
て
き
た

筆
者
の
当
時
の
状
況
か
ら
鑑
み
る
と
、
ま

ず
、
効
率
の
悪
い(

棚
田
は
す
べ
て
効
率

が
悪
い
が
中
で
も
・
・)

山
側
や
急
傾
斜

地
を
優
先
的
に
減
反
対
象
に
し
、
水
利
や

作
業
面
か
ら
比
較
的
優
れ
た
場
所
を
保

全
し
た
先
人
の
知
恵
が
先
祖
の
偉
大
な

遺
産
「
四
谷
の
千
枚
田
」
と
し
て
保
存
、

継
承
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。 

水
田
総
面
積 

 
三
百
六
十
ア
ー
ル 

耕
作
総
枚
数 

 

四
百
二
十
枚 

地
元
耕
作
者 

 

二
十
二
名 

保
全
支
援 

 
 

三
グ
ル
ー
プ 

一
枚
当
た
り 

 

０
・
八
六
ア
ー
ル 

棚
田
耕
作
者
平
均
年
齢 

 

五
十
九
才 

四
谷
の
千
枚
田
は
農
家
一
戸
当
た
り

の
耕
作
面
積
が
約
十
二
ア
ー
ル
と
少
な

く
、
余
剰
米
な
ど
の
販
米
か
ら
得
る
生
産

性
は
極
め
て
低
い
。
ま
た
、
遊
休
農
地
、

放
棄
地
も
少
な
く
、
オ
ー
ナ
ー
制
な
ど
の

導
入
に
も
今
一
歩
踏
み
切
れ
な
い
の
が

実
状
で
あ
る
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
取

り
組
む
姿
勢
で
あ
る
。 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

四
谷
の
千
枚
田
の
保
存
・
保
全
を
目
的

に
平
成
九
年
一
月
十
二
日
、
鞍
掛
山
麓
千

枚
田
保
存
会
と
し
て
発
足(

現
在
の
会
員

二
十
八
名)

 

会
員
の
構
成 

千
枚
田
の
耕
作
者 

二
十

三
名
、
地
主 

三
名
、
支
援
グ
ル
ー
プ 

二 

保
存
会
の
活
動
お
よ
び
事
業 

「
環
境
整
備
事
業
の
推
進
」
、
「
保
存
に

関
す
る
啓
発
・
情
報
活
動
の
推
進
」
、

「
国
・
県
・
市
等
関
係
機
関
と
の
連
絡
調

整
」
、
「
そ
の
他
、
保
存
活
動
に
必
要
な
事

項
の
調
査
活
動
の
実
施
」 

            

田 

吾 

作 
 

 

平
成
十
四
年
、
棚
田
の
耕
作
者
で
組
織

す
る
「
田
吾
作
」
を
結
成
。
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
棚
田
の
耕
作
が
で
き
な
く
な
っ

た
農
地
を
借
り
て
有
機
・
減
農
薬
栽
培
に

極
力
努
め
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消
を
図
っ

て
い
る
。
毎
年
、
十
二
月
の
第
二
日
曜
日

に
収
穫
感
謝
祭
と
し
て
「
餅
つ
き
大
会
」

を
行
い
、
都
市
交
流
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

て
い
る 

連
谷
お
助
け
隊 

 

み
ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田 

平
成
十
七
年
、
第
十
一
回
全
国
棚
田

(

千
枚
田)

サ
ミ
ッ
ト
開
催
を
継
起
に
四

谷
の
千
枚
田
に
拘
わ
る
地
元
の
若
い
衆

二
十
二
名
は
平
成
十
六
年
七
月
三
日
、
サ

ミ
ッ
ト
サ
ポ
ー
ト
組
織
「
連
谷
サ
ミ
ッ
ト

お
助
け
隊
」
を
結
成
、
全
国
か
ら
訪
れ
る

棚
田
関
係
者
を
心
か
ら
迎
え
入
れ
よ
う

と
頑
張
り
、
成
功
に
導
い
た
。
そ
の
、
成 

 
 
 

功

の

余

韻

を

地

域

の

活
動
、
村
お

こ
し
に 

活

か

そ

う

と
「
連
谷
お

助
け
隊
」
と

名

を

改

め

て

地

域

発

展

に

貢

献

し
て
い
る
。 

六
月
二
日
、 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 

 

 
  

我
労
に 

過
ぎ
た
る
恵
み
に 

恥
じ
ら
い
つ 

赤
ま
ん
ま
咲
く 

畦
に
立
ち
た
り 

 

四
谷 

柳
二 

天
と
地
の 

間
に
段
々 

広
が
り
て 

千
枚
田
と
言
ふ 

農
の
芸
術 

瀬
戸
市 

河
内
千
代
子 

目
に
収 

棚
田
千
枚 

秋
あ
か
ね 

 

蒲
郡
市 

高
橋
克
代 

創刊５０号

記念特集



千
枚
田
の
景
観
道
や
田
ん
ぼ
の
畦
に
千 

二
百
本
の
ロ
ー
ソ
ク
を
灯
す
第
二
回
「
み

ん
な
で
灯
そ
う
千
枚
田
」
を
実
施
、
幽
玄

な
世
界
を
醸
し
出
し
た
。 

 
 

              

千
枚
田
売
店 

棚
田
っ
娘 

平
成
十
三
年
、
地
区
内
の
女
性
達
で
農

産
物
等
の
直
売
を
目
的
に
地
域
の
活
性

化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

未
来
へ
の
継
承 

連
谷
小
学
校 

 

平
成
十
三
年
か
ら
、
四
谷
の
千
枚
田
の

田
ん
ぼ
で
田
お
こ
し
か
ら
代
か
き
、
田
植

え
、
稲
刈
り
、
脱
穀
等
の
作
業
を
全
校
で

行
っ
て
い
る
。
当
初
、
二
十
数
名
で
取
り

組
ん
だ
総
合
的
な
学
習
「
千
枚
田
を
開
こ

う
」
も
、
そ
の
後
、
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト

で
の
発
表
を
中
心
と
し
た
「
千
枚
田
に
学

ぶ
」
を
経
て
、
今
年
か
ら
「
千
枚
田
で
活

き
る
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
食
育
も
大
き
く

位
置
づ
け
、
取
り
組
ん
で
い
る
。 

 

こ
の
七
年
間
で
児
童
数
は
半
数
以
下

の
十
名
と
極
小
規
模
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

諸
活
動
は
上
学
年
か
ら
下
の
学
年
に
引 

 
 
 

継
ぎ
、
発
展
継
続
し

て
い
る
。 

都
市
交
流 

①
「
み
ん
な
の
奥
三

河
」(

シ
リ
ー
ズ) 

～
見
て
・
感
じ
て
・

学
ん
で
！
奥
三
河

の
素
晴
ら
し
さ
・
大

切
さ
を
～
新
城
設

楽
地
域
で
は
、
食
と

緑
の
基
本
計
画
・
地

域
推
進
プ
ラ
ン
に

基
づ
き
、
都
市
と
農

山
村
と
が
協
働
・
連 

携
し
た
新
た
な
交
流
の
モ
デ
ル
づ
く
り

に
平
成
十
八
年
度
か
ら
新
体
験
交
流
ガ

イ
ド
「
み
ん
な
の
奥
三
河
」
を
実
施
し
て

い
る
。 

六
月
二
十
四
日
、
『
四
谷
の
千
枚
田
』

稲
作
体
験
・
田
舎
お
も
し
ろ
体
験
に
都
市

部
か
ら
参
加
し
た
二
十
二
名
は
タ
ニ
シ

や
ド
ジ
ョ
ウ
、
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
卵
塊

な
ど
、
自
然
豊
か
な
千
枚
田
の
観
察
会
を

行
っ
た
。
そ
し
て
、
地
元
「
田
吾
作
」
グ

ル
ー
プ
指
導
に
よ
り
戸
惑
い
な
が
ら
も

初
め
て
の
田
植
え
に
挑
戦
し
た
。 

昼
食
は
田
舎
料
理(

椎
茸 

タ
ケ
ノ
コ 

ワ
ラ
ビ
な
ど
の
炊
き
込
み
ご
飯
、
大
麩
玉

の
お
っ
つ
う
、
梅
酒
、
手
作
り
の
漬
け
物)

を
ご
馳
走
に
な
り
、
感
激
・
・ 

 

午
後
は
、
お
助
け
隊
の
指
導
で
ナ
イ
フ
や

ノ
コ
ギ
リ
を
使
い
、
竹
ト
ン
ボ
や
竹
馬
作

り
に
挑
戦
、
お
助
け
隊
や
地
域
の
人
達
と

和
気
藹
々
の
交
流
が
図
れ
た
。 

 

九
月
二
十
九
日
、
あ
い
に
く
の
雨
で
稲

刈
り
は
中
止
、
田
吾
作
代
表
か
ら
参
加
者

が
植
え
た
稲
の
生
長
と
有
機
・
無
農
薬
栽

培
の
大
切
さ
の
説
明
を
聞
き
、
自
然
観
察

会
を
兼
ね
、
身
平
橋
集
会
所
へ
移
動
、
そ

こ
で
、
田
吾
作
の
み
ん
な
と
釜
飯
を
炊
き

昼
食
を
楽
し
ん
だ
。 

 

午
後
は
お
助
け
隊
指
導
に
よ
り
水
鉄

砲
作
り
な
ど
、
昔
の
遊
び
に
興
じ
た
。 

②
「
三
河
の
山
里
ツ
ー
リ
ズ
ム
」 

(

シ
リ
ー
ズ) 

三
河
の
山
里
を
身
近
に
感
じ
、
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
に
実
際
に
山
里

を
訪
れ
様
々
な
生
活
体
験
を
行
う
こ
と

を
目
的
に
「
三
河
の
山
里
活
性
化
事
業
実

行
委
員
会(

愛
知
県
、
三
河
山
間
地
域
市

町
村
・
中
日
新
聞
社)

」
主
催
に
よ
り
実

施
し
て
い
る
。 

内
容
は
五
月
十
二
日 

田
植
え
、
七
月

七
日 

田
の
草
と
り
、
九
月
八
日 

稲
刈
り

と
、
自
ら
が
植
え
た
稲
の
収
穫
ま
で
を
体

験
。
田
ん
ぼ
に
カ
エ
ル
や
ド
ジ
ョ
ウ
、
タ

ニ
シ
な
ど
の
生
物
の
多
さ
に
び
っ
く
り
、

こ
れ
ら
の
生
物
が
害
虫
駆
除
や
除
草
効

果
を
果
た
し
て
い
る
な
ど
、
自
然
の
仕
組

み
を
小
山
舜
二(

愛
知
県
ふ
る
さ
と
指
導

員)

か
ら
学
ん
だ
。 

昼
食
は
毎
回
、
季
節
の
具
材
を
ふ
ん
だ

ん
に
使
っ
た
田
舎
料
理
に
参
加
者
は
大

喜
び
、
お
か
わ
り
の
連
発
で
あ
っ
た
。
地

元
の
お
っ
母
さ
ん
た
ち
は
「
来
て
、
食
べ

て
、
喜
ん
で
く
れ
り
ゃ
あ
、
そ
れ
で
い

い
・
・
」
と
淡
々
と
し
て
い
る
。
こ
れ
が

心
だ
！
と
痛
切
に
感
じ
た
。 

四
谷
の
千
枚
田
は
元
気
が
い
い 

 

冒
頭
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
四
谷
の
千

枚
田
」
は
面
積
も
少
な
く
、
生
産
性
も
低

い
が
、
千
枚
田
を
糧
に
活
動
す
る
地
域
の

団
結
力
は
近
隣
か
ら
の
評
価
も
高
い
。 

受
賞
・
認
定
等 

・
日
本
の
棚
田
百
選 

 
 

農
水
省 

・
農
村
ア
メ
ニ
テ
ィ
・
Ｃ 

農
水
大
臣
賞 

・
あ
い
ち
の
自
然
百
選 

県
環
境
部
認
定 

・
東
海
美
の
里
百
選 

東
海
農
政
局
長
賞 

・
第
十
一
回
全
国
棚
田
サ
ミ
ッ
ト
開
催 

 
 
 

・
念
仏
お
ど
り 

む
ら
の
伝
統
文
化
顕
彰 

 

・
食
と
緑
が
支
え
る
県
民
の
豊
か
な
暮
ら
し

づ
く
り 

 
 
 
 

 

愛
知
県
知
事
賞 

・
ふ
る
さ
と
水
と
土
指
導
員
設
置
制
定 

・
豊
か
な
む
ら
づ
く
り 

東
海
農
政
局
長
賞 

･
 

と
う
か
い
水
土
里
フ
ォ
ー
ラ
ム(

講
演)

 

 
   

   
   

   
   

  
 
 

東
海
農
政
局 

平
成
十
五
年
「
ふ
る
さ
と
水
と
土
ふ
れ

あ
い
事
業
」
で
作
業
道(

景
観
道)

が
整
備

さ
れ
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
軽
ト
ラ
も
通
ら

な
く
、
耕
耘
機
な
ど
の
出
し
入
れ
も
ま
ま

な
ら
な
い
状
態
で
、
「
こ
ん
な
田
ん
ぼ
、

ま
あ
、
い
ら
ん
」
と
い
う
の
が
耕
作
者
の



高
齢
化
す
る
村
を 

支
援
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

ほ
と
ん
ど
の
実
感
で
あ
っ
た
。
作
業
道

(
景
観
道)

が
整
備
さ
れ
、
軽
ト
ラ
も
ス
イ

ス
イ
、
耕
耘
機
も
楽
々
、
都
市
か
ら
大
勢

の
方
達
が
訪
れ
る
。 

お
か
げ
で
、
棚
田
の
保
存
は
も
と
よ
り
、

地
域
も
活
き
、
都
市
の
方
達
に
憩
い
、
潤

い
を
与
え
る
素
晴
ら
し
い
事
業(

素
晴
ら

し
い
税
金
の
使
い
道)

を
導
入
し
て
い
た

だ
い
た
と
感
謝
に
堪
え
な
い
。 

四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り 

 

毎
月
一
回
、
千
枚
田
の
活
動
、
地
域
の

出
来
事
な
ど
の
情
報
提
供
を
行
っ
て
い

る
。(

連
谷
、
海
老
地
区
全
戸
配
布)
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ひ
と
こ
と 

 

七
百
年
前
、
す
で
に
稲
作
が
行
わ
れ
て

い
た
歴
史
あ
る
先
祖
の
遺
産｢

四
谷
の
千

枚
田｣

を
次
世
代
に
安
心
し
て
継
承
し
て

も
ら
う
べ
く
、
我
々
の
世
代
に
揺
る
ぎ
な

い
基
盤
を
つ
く
る
義
務
と
責
任
が
あ
る
。 

そ
れ
に
は
、
四
谷
の
千
枚
田
を
文
化
財

と
し
て
「
重
要
文
化
的
景
観
」
の
指
定
を

受
け
る
。
指
定
さ
れ
れ
ば
景
観
の
保
護
や

管
理
、
復
旧
な
ど
に
国
の
補
助
が
受
け
ら

れ
る
ほ
か
、
観
光
地
と
し
て
の
付
加
価
値

も
期
待
で
き
、
こ
の
地
に
活
き
る
望
み
が

湧
い
て
く
る
。 

後
ろ
向
き
は
簡
単
、
前
向
き
に
進
み
た

い
も
の
だ
。 

 
 
 
 
 
 
 
(

舜) 

                

ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ(
株)

は
医
療
用
医

薬
品
の
開
発
、
製
造
販
売
を
行
う
製
薬
会

社
。
十
月
十
日(

水)

、
社
を
休
業
日
に
し
、

社
員
三
千
人
が
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

の
全
国
五
十
ヶ
所
の
農
村
で
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
が
行
わ
れ
た
。 

 

四
谷
の
千
枚
田
で
は
百
人
の
社
員
受

け
入
れ
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
綿
密
な
作

戦
を
練
り
待
ち
望
ん
だ
が
、
当
日
は
東
名

高
速
道
路
の
集
中
工
事
と
い
う
ハ
プ
ニ

ン
グ
で
到
着
が
大
幅
に
遅
れ
、
午
前
中
の

作
業
は
中
止
。 

正
午
、
バ
ス
二
台
で
や
っ
と
到
着
し
、

「
ふ
れ
あ
い
広
場
」
に
於
い
て
小
山(

泰)

保
存
会
長
の
歓
迎
挨
拶
、
県
新
城
設
楽
農

水
事
務
所
鈴
木
建
設
課
長
さ
ん
の
ふ
る

さ
と
水
と
土
ふ
れ
あ
い
事
業
の
主
旨
、
事

業
内
容
の
説
明
を
兼
ね
た
歓
迎
挨
拶
、
小

山(

舜)

総
括
に
よ
る
四
谷
の
千
枚
田
の

概
要
説
明
な
ど
で
幕
を
開
け
る
そ
の
矢

先
、
企
業
が
地
域
に
貢
献
す
る
姿
勢
に
高

い
評
価
を
示
す
穂
積
市
長
さ
ん
も
駆
け

つ
け
、
こ
の
支
援
活
動
を
契
機
に
高
齢
、

過
疎
化
す
る
中
山
間
地
の
活
性
化
に
ご

助
力
願
い
た
い
と
挨
拶
が
な
さ
れ
た
。 

            

 

棚
田
の
お
っ
母
さ
ん
や
先
発
隊
の
女

子
社
員
で
作
っ
た
棚
田
米
の
お
に
ぎ
り

や
し
し
汁
を
囲
ん
だ
交
流
会
で
は
昨
年

に
続
き
二
回
目
で
あ
り
顔
な
じ
み
も
多

く
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
が
そ
こ
か
し
こ

で
み
ら
れ
た
。 

           

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
腰
痛
緩
和
体
操
の
後
、

作
業
開
始
「
県
ふ
る
さ
と
指
導
員
活
動
支

援
物
資
」
と
し
て
供
給
さ
れ
た
ア
ジ
サ
イ

や
ツ
ツ
ジ
な
ど
を
同
支
援
物
資
の
唐
鍬
、

鎌
な
ど
を
使
用
し
、
一
班
は
村
雲
伸
一
を

班
長
に
千
枚
田
入
口
付
近
の
植
樹
、
草
刈

り
。
二
班
は
今
泉
良
治
班
長
に
中
間
地
点

の
石
垣
の
草
取
り
、
稲
刈
り
。
三
班
は
高

橋
庄
一
を
班
長
に
ふ
れ
あ
い
広
場
の
植

樹
、
環
境
整
備
を
そ
れ
ぞ
れ
に
割
り
振
ら

れ
た
保
存
会
員
、
田
吾
作
、
棚
田
っ
娘
な

ど
四
十
人
と
一
緒
に
心
地
よ
い
汗
を
流

し
た
。 

ハ
プ
ニ
ン
グ
で
開
始
は
遅
れ
た
も
の
さ



す
が
若
い
力(

本
当
は
、
し
し
汁
や
棚
田

米
の
お
に
ぎ
り
が
美
味
し
か
っ
た
か

ら
・
・
・)
の
結
集
、
計
画
さ
れ
た
作
業

は
予
想
外
に
進
み
、
お
互
い
に
達
成
感
を

得
た
。 

 

お
別
れ
交
換
会
は
全
員
が
千
枚
田
入

り
口
ま
で
徒
歩
で
下
が
り
、
各
班
長
の
お

礼
の
言
葉
に
続
き
、
Ａ
Ｚ
社
の
班
員
か
ら

男
性
一
名
、
女
子
一
名
を
無
作
為
に
指
名
、

挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。
お
互
い
の
謝
辞
を

要
約
す
る
と
受
け
入
れ
側
に
つ
い
て
は

「
ご
苦
労
様
、
生
気(

気
力)

を
い
た
だ
い

た
。
あ
ん
た
ん
と
う
が
植
え
た
ア
ジ
サ
イ

や
サ
ツ
キ
の
花
が
き
れ
い
に
咲
く
だ
に

ま
た
見
に
来
て
お
く
れ
ん
。
」
等
々
。
二

班
の
班
長
は
「
来
年
は
俺
の
班
は
全
員
女

性
を
望
む
」
な
ど
誰
で
も
思
っ
て
い
て
も

言
え
な
い
こ
と
を
ヅ
ケ
ヅ
ケ
言
っ
て
の

け
た
。 

Ａ
Ｚ
社
か
ら
は
「
お
手
伝
い
で
き
る
か
心

配
し
て
い
た
が
、
棚
田
の
皆
さ
ん
の
親
切

な
ア
ド
バ
イ
ス
で
思
っ
た
よ
り
で
き
た

こ
と
に
満
足
感
を
得
た
。
ま
た
、
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
す
る
」

等
々
言
葉
が
交
わ
さ
れ
た
。 

閉
会
は
、
お
助
け
隊
の
林
リ
ー
ダ
ー
が

キ
チ
ッ
と
し
め
、
童
謡
「
ふ
る
さ
と
」
を

テ
ー
プ
で
流
し
、
お
別
れ
を
惜
し
ん
だ
。 

学
校
田
の
稲
刈
り 

 

二
十
六
日(

水)

、
連
谷
小
学
校
の
全
校

児
童
十
名
は
新
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
贈
ら
れ
た
稲
刈
り
鎌
で
二
十
人
の

メ
ン
バ
ー
と
稲
刈
り
を
行
い
ま
し
た
。 

 

昼
食
は
Ｌ
Ｃ
と
保
存
会
の
協
力
で
、
用

意
さ
れ
た
糯
米
で
も
ち
つ
き
。
き
な
粉
や
、

あ
ん
こ
ろ
も
ち
、
大
根
お
ろ
し
な
ど
を
つ

け
、
み
ん
な
で
お
い
し
く
食
べ
、
秋
の
収

穫
を
体
感
し
ま
し
た
。 

              

金
一
封 

 

二
十
六
日
、
新
城
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

か
ら
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
に
四
谷

の
千
枚
田
の
保
全
活
動
に
活
用
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
金
一
封
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。 

こ
こ
に
報
告
し
ま
す
。 

み
ん
な
の
奥
三
河 

 

シ
リ
ー
ズ 

 

九
月
二
十
九
日
に
行
わ
れ
た
稲
刈
り

の
状
況
は
２
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。 

               

こ
ど
も
農
学
校 

 

Ｊ
Ａ
愛
知
東
農
協
で
は
今
年
も
「
こ
ど

も
農
学
校
」
を
開
き
、
田
植
え
か
ら
収
穫

ま
で
の
稲
作
体
験
を
高
橋
庄
一(

顧
問)

か
ら
学
び
ま
し
た
。 

十
月
六
日
、
参
加
し
た
こ
ど
も
や
父
兄

約
百
名
が
稲
刈
り
作
業
を
行
い
、
自
ら
が

育
て
た
稲
の
収
穫
を
喜
び
あ
い
ま
し
た
。 

地
震
カ
ミ
ナ
リ
火
事
オ
ヤ
ジ 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会
後
援
の
「
ふ

る
さ
と
き
ゃ
ら
ば
ん
」
新
城
公
演(

十
四

日)

の
チ
ケ
ッ
ト
購
入
有
り
難
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
お
か
げ
で
、
顔
が
立
ち
ま
し
た
。 

げ
な
げ
な
噺 

向
山
の
や
ぁ
～
、
チ
ョ
ッ
ト
上
ん
と
こ

に
や
ぁ
～
、
馬
捨
場
が
あ
る
の
を
知
っ
と

る
か
ん
。 

ふ
ん
、
あ
る
っ
ち
ゅ
う
こ
た
ぁ
聞
い
た

だ
だ
が
や
ぁ
～
、
雨
の
夜
中
な
ん
か
に
ゃ

あ
リ
ン
が
燃
え
と
る
っ
ち
ゅ
う
し
、
恐
そ

が
い
も
ん
で
行
っ
た
こ
た
ぁ
な
い
だ
だ

ぞ
ん
。 

あ
り
ゃ
あ
の
ん
、
仏
坂
や
な
ん
か
で
荷

付
馬
が
や
ぁ
～
ひ
っ
転
ん
で
足
を
折
っ

ち
ゃ
っ
た
り
し
て
使
い
物
に
な
ら
ん
馬

や
谷
底
な
ん
か
へ
落
ち
て
死
ん
だ
馬
を

や
ぁ
～
あ
そ
こ
ま
で
運
ん
で
埋
け
た
だ

そ
う
だ
だ
ぞ
ん
。
そ
れ
で
や
あ
～
、
聞
い

た
噺
だ
で
、
嘘
だ
か
ふ
ん
と(

本
当)

だ
か

知
ら
ん
が
や
ぁ
～
、
な
る
た
け
浅
く
埋
け

と
い
て
の
ん
、
夜
中
に
や
ぁ
～
、
巡
査
に

見
つ
か
ら
ん
よ
う
に
や
ぁ
～
ソ
ッ
ト
掘

っ
て
の
ん
、
食
っ
ち
ゃ
っ
た
だ
げ
な
ぞ
ん
。 

い
く
ら
な
ん
だ
っ
て
、
そ
ん
な
馬
鹿
な

こ
た
ぁ
せ
ん
だ
っ
た
だ
ら
に
・
・
・ 

行 
 

平
成
十
九
年
十
月
十
五
日 

  
 
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文 
 

責 

小 

山 

舜 

二 

楽しい食事会 

「
四
谷
の
千
枚
田
だ
よ
り
」
は
「
中
山
間
ふ
る
さ
と
・
水
と
土
基
金
」
の
運
用
益
に
よ
り

印
刷
し
ま
し
た
。 


